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はじめに

中国は，淮水（淮河）を境として，北部は小麦作地で，南部は水稲作地となっ

ているが，１９４０年の調査に「山東農民は平時小麦を常食としない，俗に「南人

は米を食し，北人は麦を食す」とあるけれど，これは人口の大多数を占める農

民を除外しての話で」１）あると記されているように，２０世紀前半には小麦の主

要な生産地だった山東省でも小麦が必ずしも一般庶民の主食とはなっていな

かった。このことから，山東省の農民の多くは，貧しさの故に小麦の代わり

に雑穀を食し，また，苦力として東北へ出稼ぎに出ていたと考えられてきた。

しかし，近年，以上のような捉え方に批判的な見方が提起されるようにな

り２），筆者も疑問を抱くようになった。

ところで，中華民国前期（１９１２～３７年）の山東省農村経済に関する資料は，

１９１０～２０年代に関するものが少なかったのに対して，１９３０年代に関するものは

比較的多かった上に穀物や食糧への関心もより一層強くなったように見える３）

が，中華民国前期山東省の食糧事情（食糧の生産・流通・消費を含む総合的かつ

構造的な状況）を本格的に論じた研究は皆無である。ただし，中華民国後期（１９３７

～４９年）の日中戦争期における山東省食糧事情についてはすでに論じた４）。

そこで，本稿では，まず中華民国前期山東省の食糧消費状況を検証するこ

とから始め，ついで，そのような状況を生み出していた背景を探るために，

食糧の需給と流動の状況について検証し，さらに，食糧の生産状況について

検証することによって山東省の食糧事情を農村経済構造との関わりから明ら
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かにしたい。そして，近代山東省農村経済の構造とその展開がどのような特

質を持っていたのかを考える手掛かりとし，さらに，農村経済の展開との関

係から豊かさ・貧しさとは何かについても再考してみたい。

なお，本稿では，煩雑さを避けるために，資料などからの引用部分も含め

て，原則として算用数字と常用漢字を用いることにした。

Ⅰ　食糧の消費と移入

�　食糧の消費と需給

１９１８年の報告書では，山東省への日本人の移住とともに山東省の「土民間ニ

モ米食ヲ好ムノ傾向ヲ生シ」つつあるとしているが５），逆に，このことから中

華民国前期に山東省の一般民衆にとって米が主食ではなかったことを窺い知

ることができる。

一方，小麦（粉）について，１９１７年の報告書では，小麦粉は山東省の主要な

食糧で，「素麺，麺麭，澱粉，饂飩，麩，菓子，糊等其用途頗ル多」く，その

他にも「餅子，包子，�々，麺湯，油条子，麻花児等トシテ食用ニ供ス」ると

同時に，小麦の碾き殻である�（麩）は家畜・家禽の飼料だったが６），窮民は

�も食用としていたという７）。そして，『山東之物産』第７編（１９２２年）では，

小麦が最優良の食料品として「専ラ上流若ハ中流社会」で消費されたのに対し

て，下層民の主食は粟・高粱・豆で，「時ニ小麦粉ヲ混用スルニ過キス」とし

ており８），『山東省ノ経済発展』（１９１５年）でも，山東省の下層民の重要な食用

品は高粱・黍稷で，「小麦及ヒ上等玉蜀黍等ニ至リテハ唯タ富有者ノ卓上ニ上

ルノミ」であるとし９），小麦が「農家ノ自給的穀類トシテノ一面ト共ニ，商品

的穀類トシテノ半面ヲ持テヰル」のに対して，粟は純粋に自給的穀類として栽

培されていたという１０）。あるいは，『中国実業誌（山東省）』（１９３４年）によれば，

小麦粉は高価なので，山東省の農民の多くは小麦を売り，東部では甘藷を食

べ，西部では高粱・玉蜀黍・粟を主食としていたという１１）。

ちなみに，山東省東部の膠県第３区耕樂郷張耀屯では，１９３５年の調査報告

書によれば，「小麦は最も多量に生産さるゝも，高価なるが故にこれを売却し

て現金に換ふるを原則とし」ていたが，「小麦収穫後は農家は漸く穀物（粟，高
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粱）の払底を来たし，而も麦秋の節は小麦の価格下落するを以て，これを売り

て他の穀物を買ふは却つて不得策なるが故に，貧富を問はず，この節より小

麦が食用として著しく多量に消費され」た。よって，食糧として穀物中で主位

を占めたのは粟だったが，次位を占めたのは小麦で，「小麦粉の１番粉は，正

月，節句，来客に用ひ，常時に用ふるは麩の細末を混ぜる黒色の粉にして，

貧困なるものは麩も悉く磨砕して」食した。ただし，食糧全体の中で穀物が占

める割合は５２�２％で，「残余の４７�８％は甘藷を以て充当され」ており，甘藷は「重

要なる食用作物」となっていた１２）。

また，青島市近郊の李村では，『李村要覧』（１９１６年）によると，同村内で最

も生産量の多かった甘藷を常食とし，甘藷についで生産量が多かった小麦は

高粱とともに「高等ノ食糧」と見なされていた。いずれにせよ，小麦・高粱・

大麦・粟・稗・玉蜀黍・黍・蕎麦などの穀物や大豆・緑豆・豌豆などの豆類

は炊くか煮るか，あるいは，基本的には粉末にして主に麺や饅頭・餃子・餅

にして食されていた１３）。

さらに，１９１４年の報告によれば，山東省東部の芝罘（煙台）の田舎では冬期に

貧農が切干甘藷を食し１４），あるいは，１９１８年刊行の報告書によれば，同じく山

東省東部の日照県石臼所では生産された干甘藷が農漁民の食料だったという１５）。

ところが，１９２４年５月の新聞記事には，「近年日本の物価騰貴に伴ひ比較的

安価なる支那諸物資の対日輸出増加し」，山東省の農民が主「食を他物資に替

へても干薯を市場に出す」ようになったとあり１６），１９２０年代には甘藷までもが

販売目的で生産されるようになっていた。

一方，『山東之物産』第２編（１９１７年）では，「機械製麦粉ノ輸入増加シ之レヲ

賞用スル」者が漸増したことを山東省民の「生活程度ノ向上セルヲ語ルモノ」

であると見なしており１７），第一次世界大戦期に山東省の経済状況が好転した

ことを窺い知ることができる。

以上のように，２０世紀前半の山東省では小麦粉に対する需要が増加してい

たという指摘も見られるが，小麦は主に富裕層の主食で，一般民衆は粟・高粱・

豆類などを主食とし，あるいは，貧困層は甘藷を主食とし，さらに，極貧層

は本来は飼料である小麦の碾き殻までも食べていた。また，小麦生産農家も

小麦を販売して粟や高粱などを購入して食糧としており，山東省では小麦は



金沢大学経済論集　第３１巻第２号　　２０１１.３

－１０６－

自家消費用の自給食物としてではなく，販売目的の商品作物として栽培され

ており，食糧を自給していない農家が多数いた。

以上の状況から，中華民国前期山東省において多段階的・連鎖的な食糧消

費構造が形成されていたことの一端をも窺い知ることができる。

さて，山東省において食糧となる穀物の生産と消費にズレが生じていたと

すれば，その需要と供給の関係はいかなるものだったのだろうか。

『山東省ノ経済的発展』（１９１５年）では，「穀粉輸入額ハ山東ノ小麦収穫ノ如何

ニ依リテ著シキ高低アリ」，凶作となった１９０５～０７年には「米国穀粉ノ輸入甚

タ増加」したが，平時には「敢テ穀物ノ供給ヲ外国ニ仰ク事ヲ要セス」としてお

り１８），また，『山東之物産』第２編（１９１７年）では，小麦は山東省各地で栽培さ

れるが，東部の半島部は「山地帯ナルト且ツ地味痩薄ナル」ために生産量が僅

少で，住民の需要を充たすことができなかったのに対して，北部・西部は平

地が多くて地味が肥沃なために生産量も多く，常に半島部へ供給していたが，

山東省全体では毎年大量の小麦粉を移入していたとしている１９）。

このように，山東省の食糧は，北部・西部ではやや余剰があったが，東部

では不足していたために，省全体としては移入に頼らざるをえなかった。そ

れでは，以下において１９１７～２０年頃の調査報告から食糧需給状況を各県ごと

に見ておきたい。

東部の日照県では，紅石崖における移入品の筆頭に約３�５万包の小麦粉が挙

げられ２０），他方，農漁民が干甘藷を主食としていた石臼所からは豊作の年に

豆類・麦類・高粱を移出していた２１）。また，農産物が乏しく，粟・玉蜀黍を

移入していた博山県では，高粱を主に酒造に用いたり２２），あるいは，同県は

「山岳重疊平地ニ乏シク」，「日常ノ糧食多クハ他地方ノ供給ニ待ツ」という状

況にあったものの，「年中労働ヲ続ケ絶ヱス収入ノ途アルヲ以テ農村ハ比較的

富裕ニシテ購買力ニ富」んでいたとも言われている２３）。一方，人口が稠密だっ

た黄県は土地が肥沃で「農耕普シト雖穀類ハ年々之ヲ満州ヨリノ移入ニ仰」が

ざるをえず，他方，半島部の蓬莱県は「丘陵高地僻壤ニシテ物資豊富ナラス」，

「穀類ハ多ク遼東ヨリ輸入」していた２４）。

そして，膠済線沿線や中部でもほぼ同様の状況が見られた。すなわち，黄

県と同じく地味の肥沃な青州（益都県）は，「五穀豊熟スト雖人口ノ増加スルニ
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随ヒ管内ノ農作品ノミヲ以テシテハ遂ニ不足ヲ感スルニ至リ近年高粱，粟等

ノ輸入少カラス」２５）とされており，また，高密県も「土地豊饒ニシテ小麦，甘

藷，粟，野菜等ニ適スルモ土地狭隘人口稠密且ツ年々水害アルヲ以テ其ノ農

産物ハ以テ県内ノ需要ニ応スル能ハス之ヲ他県ノ供給ニ仰クコト多大ニシテ

麦類，大豆，高粱等輸入多」かった２６）。さらに，人口の稠密な安邱県・諸城

県・�州・臨沂県・沂水県では，小麦・穀物が「往々不足」するか「辛ウシテ地

方住民ヲ養フニ足ルノミ」で，臨沂県では穀物を移入することが多く，新泰県

では「多少小麦ノ移出ヲ見シモ雑穀ハ概ネ不足勝」で，蒙陰県では「漸ク地方住

民ヲ養フニ足リ凶年ニハ高粱等ノ逆移セラルルコト稀ナラス」としている２７）。

他にも，「地味概ネ肥沃ナ」泗水県は「雑穀ノ産出蓋シ侮ルヘカラサルモノア」

り，特に小麦は良質で，その７～８割を手打粉として移出する一方で，住民

の食料として粟・高粱を移入していた。また，隣接する新泰県�河平野は地

味が肥沃で，特に小麦の栽培が可耕地の約５割を占め，粟は約３割５分を占

め，多少は移出され，さらに，曲阜県でも約１０分の１の小麦を手打粉にして

移出していた２８）。

以上のように，山東省の農村には土地が痩せて穀物類が充分には生産でき

なかった地域もあったが，酒造の原料として穀物が消費されることもあった

ことや人口の増加による食糧に対する需要の高まり，あるいは自家消費分を

も犠牲にした小麦（粉）の販売などによって地味が肥沃だった地域でも食糧が

不足することもあった。食糧価格は高価な順に，米・小麦，高粱・粟，玉蜀

黍やその他の雑穀・豆類，甘藷，小麦の碾き殻となっており，上位のものを

主食とする者ほど豊かで，逆に，下位のものを主食とする者ほど貧しいと見

なされてきた。

だが，甘藷を主食とする東部農村とりわけ青島近郊農村が高粱・玉蜀黍・

粟を主食とする西部農村よりも経済発展が遅れており，また，北部・西部か

ら小麦を移入せざるをえなかった半島部・東部の農村は北部・西部よりも経

済発展が遅れていたと見なしてよいだろうか。

小麦の碾き殻をも食用とせざるをえなかった貧しい農民が多数存在していた

ことは農村経済の遅れを表しているのではなく，農村経済の発展の一面を表し

ていると見るべきである。すなわち，多段階的・連鎖的な食糧消費構造の形成
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と農村における食糧の購入は，農村経済の発展によって穀物さえも商品作物と

して生産されるほどまでに商品経済が広範に展開した結果の表れと見なすべき

である。

�　食糧の流動

山東省の中でも食糧が不足しがちだった東部では，主に西部からの穀物の

移入に頼っていたとされているが，その具体的な状況を以下に見ておきたい。

１９１３年に山東鉄道（膠済線）によって輸送された小麦６�１９３�１３㌧　 のうち，

４�３０５�３３㌧　 が西部の済南から発送され，特に豊作だった１９１５年は７月１日～２７

日のわずか１カ月足らずの間だけでも禹城・長清・泰安・大站口・済寧付近

一帯を主産地とする済南から４�１７０�４㌧　 が発送され，「小麦の東部に於ける窮乏

を西部の過多を以て補」ったと言われている２９）。そして，１９３７年以前に済南

に出廻っていた小麦は，津浦線（仕出地は泰安・大�口・�州・済寧・滕県・

徐州・蚌埠・開封など）と北津浦線（仕出地は平原・万城付近）から集まり，膠

済線沿線では「青州以西地区カ済南市場ノ勢力圏内ニアリ，青州以東ノモノハ

青島ニ出回ツテヰタガ，相場ノ良好ナ場合ハ済南ノ勢力ハ高密地区マデ伸ビ」，

この他にも，「黄河及小清河ノ舟運」によって河南省の洛口と山東省済南市近郊

の黄台橋に相当量が出廻ったという３０）。

ただし，日中戦争前には，平年における益都県内の主要な食糧総生産量の

８２％までが県内で消費され，食糧移出の「最高限度は生産総量の約１８％程度に

過ぎ」ず，益都地方では大豆が主要な移入食糧であり，小麦が主要な移出食糧

になっていたという３１）。

ちなみに，１９３６年度に膠済線の各駅に集まった小麦は５�７万㌧　 余り（約９７万

担）に達し，最大の青州（益都）で１１�５００㌧　 余り，ついで昌楽県・黄台橋で各約

６�０００㌧　 に上り，主に済南（３�５万㌧　 余り）と青島に供給されたが，山東省南部か

ら済南に出廻る小麦の大部分は水運によるもので，鉄道によるものは２０％に

も及ばなかった。また，粟の移出量が多い県は莱陽・諸城・長山・済陽・商

河・臨邑・徳県・平原・禹城などで，その集散地は棲霞・博山・徑川・済南・

天津などで，高粱の主要な移出県は諸城・昌楽・博興・高苑・長山・鄒平・

商河・徳県・平原・歴城などで，逆に，その主要な移入県は膠県・博山・桓
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台・徑川・周村・張邱などで，最大の発送駅は全輸送量約４２�８００㌧　 のうちの

４１�０００㌧　 余りを占める青島付近の大港と大港碼頭で，一方，最大の到着駅は

３１�５００㌧　 の済南で，大連から大港へ輸送された「満州」産の高粱の大部分が膠

済線によって済南に卸された。さらに，大豆の移出余力がある県は即墨・平度・

高密・諸城・寿光・長山・徳県・済河などで，膠済線の大豆総輸送量１�４万㌧　 

余りのうち最大の発送駅は７�０００㌧　 余りの済南で，ついで周村・大港碼頭で各

３�０００㌧　 余りに上り，一方，到着駅としては，�県蛤鵝屯が第１位で，�山と

青島が第２位だった。そして，玉蜀黍の主要な移出県は平原・徳県・商河・

歴城などで，主に隣県や済南に移出されたが，従来から山東省では玉蜀黍の

供給を大連に仰ぎ，甘藷は即墨産が青島・済陽に，歴城産が済南に，徳県産

が天津に移出されたという３２）。

それでは，次に，１９３６年においてさえ山東省南部から済南に出回る小麦の

大部分を占めていたとされる水運のうち，「黄河及小清河ノ舟運」について見

てみたい。

１９１７年６月の調査によれば，小清河の河口に位置する羊角溝では，人口密

度が高く，不作も続いていたために，雑穀は「満州」や河南省から移入し，済

南相場と羊角溝相場の高低によって絶えず小清河を上下していたが，済南市

場の勢力はほぼ岔河以西にとどまり，岔河以東の索鎮・桓台・広饒・博興・

寿光などが羊角溝の勢力範囲となっていて，羊角溝に移入された高粱の多く

は大連・営口・安東・豼子窩などの「満州」産で，これに玉蜀黍がつぎ，また，

羊角溝からの移出品の筆頭に雑穀が挙げられ，高粱・緑豆・大豆・玉蜀黍・

小麦などは山東省西部の東阿附近産と河南省洛口から黄台橋に来る河南省北

部産及び小清河中流域産のもので，その仕向地は龍口・煙台・関東州などで，

年額２００万担に及ぶこともあったが，不作が続いた１９１０年代前半は，逆に「満

州」から移入し，下営・大連などに移出される小麦も羊角溝経由品だった３３）。

そして，１９１９年に刊行された報告書にも，羊角溝への移入品について類似の

記述が見られるが，雑穀は小清河中流域が豊作の時はほとんど移入されず，

逆に，年に約１０万担の高粱・緑豆・大豆・玉蜀黍・小麦が龍口・芝罘・関東

州などへ移出されたという３４）。

また，１９１７年８月の調査によれば，「済南ノ門戸」たる黄台橋は，「古来煙台，
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龍口ト済南トヲ連絡スル最短貿易路ニシテ民船貿易頗ル盛況ヲ呈シタ」が，小

清河の所々で堤防が崩壊し，川床も漸次泥塞した上に，ドイツの膠州湾・山

東鉄道の経営が「辛辣ヲ極メ」たために，大打撃を蒙ったという。１９１７年度に黄

台橋に集まった高粱の大部分は天津経由品が全体の８割を占め，山東省西部

の東阿地方産と黄河水運による河南省洛口経由品は２割にすぎず，小清河下

流域の主な仕向地は章邱・斉東で，時には湾頭・柳橋にまで及び，小麦は東

阿・臨清などの黄河沿岸及び江蘇省・「満州」産で，多くは鴨旺口・帰蘇鎮・位

家橋・李家墳・家鎮・陶唐口・章邱・鄒平・歴城・長山などの小清河上流域で消

費され，粟は黄河沿岸産で洛口から来たものが多かったが，１９１７年春以降，市

価の高騰によって小清河流域への荷動きが小さくなり，逆に，江蘇省浦口（津

浦線の終点駅で，南京の長江対岸）から来た米が粟よりも割安となったため

に小清河流域にも仕向けられて粟や高粱に混ぜて食べられるようになり，貧

民でさえも米を食べたとされている３５）。ただし，いずれにせよ，大量の高粱と

小麦が黄台橋を経由して小清河流域へ仕向けられていたことがわかる（表１

を参照）。

しかも，１９１７年には小清河の上流域・中流域・下流域で各々１００万担前後

の穀物が移出されていたが，その移出量は小麦よりも高粱・粟がはるかに多かっ

た（表２を参照）。また，これを表１とつき合わせて見てみると，済南市近郊の

黄台橋からの仕出量を超過する高粱と粟が小清河流域各県から移出されていた

ことがわかる。

８割が「満州」産天津経由品，２割が東阿・洛口経由品⇒６０万担
高粱

【仕向地】小清河上流域の章邱・斉東を主とし，時には湾頭・柳橋

東阿・臨清などの黄河沿岸各地産，江蘇省産，「満州」産⇒５０万担

小麦 【仕向地】鴨旺口・帰蘇鎮・位家橋・李家墳・孫家鎮・陶唐口小清河上流域の章邱・鄒
平・歴城・長山　　　　　

約７割が河北省産，約３割が東阿付近産⇒５万石
大豆

【仕向地】大部分が小清河中流域の桓台・索鎮，一部が羊角溝

【仕向地】小清河流域河南省洛口経由品⇒２～３万担粟

【仕向地】小清河流域江蘇省江浦県浦口産⇒３�５～４万担米

典拠）青島守備軍民政部鉄道部「小清河ノ水運ト羊角溝（１９１７年８月調）」調査資料第２１輯（１９２１
年）２６９～２７１頁より作成。１担は６０㎏。

表１．1917年度黄台橋における穀物の流動
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このように，中華民国初期には河南省洛口から済南へ流入した穀物は，さ

らに済南市近郊の黄台橋から小清河を通じて龍口・煙台さらに関東州へも仕

向けられることもあった。そして，以上に述べてきた状況を簡潔にまとめた

のが図１である。

済南は，１９３７年以前には華北第一の小麦粉の生産地であり，その原料小麦

は山東省のみならず，遠く河北省南部や河南省・安徽省北部からも大量に出

廻っており，同時に，雑穀の集散量も多かったという３６）。また，龍口におい

ても移輸入の大部分を占めたのは穀物だった３７）。

以上から，穀物が山東省内ばかりでなく，河南省・安徽省・江蘇省・天津・

計豆粟高粱小麦

５１.５９.１１２.６２３.１６.７歴城

上流域

５０.２４.４１８.４１５.５１１.９章邱

１１.９２.４４.４３.８１.３鄒平

１１.６３.９１.８３.９２斉東

１０.２２.６２.８４.４０.４青城

１３５.４２２.４４０５０.７２２.３小計

４６.６１０.３４.８１６.７１４.８桓台

中流域

１１.７２.９１.６３.４３.８高苑

２７.７６.１２.６１３.６５.４博興

１１.１０.６２６２.５広饒

９７.１１９.９１１３９.７２６.５小計

１０３２４３４２１６寿光下流域

３３５.５４４.４９４１３２.４６４.８合計

典拠）「小清河ノ水運ト羊角溝（１９１７年８月調）」２８４～２９２頁より作成。なお，寿光県は「北に利
津・霑化，蒲台などの黄河下流地方を控える」とされている。

表２．1917年小清河流域各県における穀物等の移出量

（単位：万担）

図１．小清河流域を中心として見た穀物の流動

＜済南市場の勢力範囲＞［山東省］＜羊角溝市場の勢力範囲＞ 
（上流域） 
岔河以西 

（中流域）索鎮・桓台・広饒・博興 
（下流域）寿光 

済南相場 
（黄台橋） 

羊角溝相場 
［河南省］ ［東北］ 
洛口 
　　黄河 

（大連・営口・  
安東・豼子窩） 小清河 食糧 高粱･玉蜀黍 

龍口･煙台･関東州 
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東北との間で広範囲に流動していたことがわかる。すなわち，以上のような

広範な地域における雑穀の生産量と価格の相互関係によって農産物の流れが

決定していた。

ところで，近代山東省で最初の開港場となった芝罘では，１９１１～１５年にお

ける小麦粉の移輸入量は約２０～３０万担で，玉蜀黍・粟・高粱などの雑穀の移

輸入量よりも圧倒的に多かったが，１９１４年から外国製小麦の輸入量は激減し

たのに対して，１９１３年から中国製小麦の移入量が激増していった（表３－１

を参照）。

小麦粉移入
年度

合計移入輸入小麦粟･高粱玉蜀黍

３,０５７３,０５７００１,３１５２,１２９１９１５
３６,０７８３６,０７８０２６６５０,６７２５０,６７０１９１６
７７,９４７７７,９４７０７,５７７４８,０１２３９,３８５１９１７
３０,６３５３０,６３５０５３８８０,６４２４５,６２９１９１８
８,６２５８,６２５０３２１２,５５７２２,３４０１９１９
２６,９１４２５,３５５１,５５９１,７０６６０,３８４４２,８１８１９２０

典拠）表３－１に同じ。ただし，１９１５年は１１～１２月の２ヶ月分のみ。

表３－２．1915～20年における龍口への穀物・小麦粉の移輸入動向

（単位：担）

小麦粉小麦粟･高粱玉蜀黍
年度

合計移入輸入移入移入合計移入輸入

２０４,５３０１０３,７９５１００,７３５－－－－－１９１１
２７１,６６９１０３,９７８１６７,６９１－－－－－１９１２
２９７,１６３１８９,８０６１０７,３５７２,５５３１,５５２３３,３８４３３,３８４０１９１３
２２４,３２８１６４,００２６０,３２６２３８１２,５８２９５２９５２０１９１４
２８６,３８５２８５,７２７６５８２８,３６０９２,５１４４８,４０１４８,４０１０１９１５
３４１,４９３３４０,８６４６２９４,２７２２２,７６０２３,００８２３,００８０１９１６
３９２,１０９３９１,５５９５５０７,５５９４８,２７８４１,４６６４１,４６６０１９１７
２１０,６９０２１０,２２０４７００２３,８７６５３,００４１８,１５８３４,８４６１９１８
２７１,３２７２６０,５５６１０,７７１７,１１３１９,４６１３９,０３０３９,０３００１９１９
１７７,８６２１７１,９３６５,９２６５,１２８５９,９４１８２,０１０７８,６７３３,３３７１９２０

典拠）中国第二歴史�案館・中国海関総署顛公庁『中国旧海関史料（１９５８～１９４９）』（京華出版社，
２００１年）より作成。

表３－１．1911～20年における芝罘への穀物・小麦粉の移輸入動向

（単位：担）
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また，龍口では，１９１５～２０年のうち，１９１５～１９年には小麦粉が全く輸入さ

れなかったが，１９１６年からは穀物・小麦粉の移入量が急増し，また，１９１５年

と１９１７年を除くと，小麦・小麦粉よりも玉蜀黍・粟・高粱などの移入量が多

かった（表３－２を参照）。

さらに，１９１５～２０年の間に１９１６年から青島への穀物・小麦粉の移入量が急

増し，１９１７年には激増しているが，粟・高粱の移入量は１９１７年に１００万担を超

えてピークをむかえ，その前後を含む１９１６～１８年には玉蜀黍・小麦粉の移輸

入量をはるかに凌駕し，玉蜀黍の移入量は１９１７年に１７万担を超えて突出し，

小麦粉の移入量は１９１６～１９年に１４万担前後に達するなど，変動が極めて激し

かった（表３－３を参照）。

このように，第一次世界大戦期に山東省の主要な各港において小麦粉の移

入量が輸入量をはるかに超過するようになっていたのは，第一次世界大戦の

勃発によって小麦粉の輸入圧力が急激に低下したことと中国国内における機

械製粉の能力が向上したこと（近代機械製粉業の発展）を反映していたと考え

られる。

以上のことから，中華民国前期の山東省内では，小麦・小麦粉や雑穀の獲得・

確保をめぐって小清河流域と膠済線沿線において激しいせめぎ合いが展開さ

れていたことを窺い知ることができる。そして，当該時期の山東省農村がい

かに深く商品経済に組み込まれ，大量の食糧作物が商品として山東省境をも

越えて河南省・安徽省・江蘇省・天津・東北などの周辺地域との間で広範囲

に流動していたかを窺い知ることができた。この点からも，農業生産を県や

小麦粉小麦粟･高粱玉蜀黍
年度

合計移入輸入移入移入合計移入輸入

５,０１１４,７６４２４７０００００１９１５
１７,０１７１５,７３０１,２８７０１１３,１５７０００１９１６
１８９,２６４１３７,６２５５１,６３９０１,０７２,９１８１７３,４３８１７３,４３８０１９１７
１５９,８６０１５９,４６９３９１０４７４,２６４４１,１４９４０,１５１９９８１９１８
１３４,６２２１３４,３２３２９９０４０,０８１０００１９１９
７６,３３３７４,６５６１,６７７５,４５３６６,５４１７８２７８２０１９２０

典拠）表３－１に同じ。ただし，１９１５年は９～１２月の４ヶ月分のみ。

表３－３．1915～20年における青島への穀物・小麦粉の移輸入動向

（単位：担）
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省の境域内で閉鎖的に分析するのではなく，広域的かつ構造的に捉える必要

性があることを強く感じる。

Ⅱ　食用農産物の生産

�　概　　略

１９３７年以前の統計数値が残っている範囲内で，山東省内で生産された主要

な食糧作物だった小麦・高粱・粟・甘藷の生産量について，中国全体の中に

占める山東省の位置を確認しておきたい。

まず，各省ごとの中華民国前期における小麦の生産量を見てみると，山東

省が河南省についで華北の中でも主要な小麦の生産地だったことがわかる

（表４－１を参照）。

１９３７年以前には山東省の年間小麦生産量は河南省につぐ全国第２位の１４％

を占め，作付面積では第１位だったとされており３８），また，華北の小麦生産

量の３０％を占め，「山東省ノ穀倉」と称されている曹州・�済両道が作付・収

量ともに最も多く，この両道が山東省で占める割合は，作付面積で３１％，収

浙江省陝西省山西省湖北省安徽省四川省河北省江蘇省山東省河南省年度

５５３.２１,３０６.５１,５１１.７１,９６８.６１,０２９.５１８,１７０.７?１,２５２.２２,０９２.１７,７８７.０４１７.０１９１４

５３４.５１,４５５.５－２,０４０.６６３７.７－１,１７４.２２,９４７.５４,６０５.０４１８.５１９１５

１,２８１.５１,１２９.２３,６５７.０３,８２３.８１,０８６.９－１,３４２.８２,３２９.１２,４２２.４２９,５５５.４?１９１６

６３３.８１,７８０.５１,１５７.１２,８７６.７８８８.８－１,３９８.８３,０３８.６３１２.３?３６,７１８.２?１９１８

１,４０１.５２,２３８.５２,０６１.８３,４２６.０３,１７０.１３,１５８.６３,６５６.１６,６２６.２７,２９３.１７,４１９.９１９２４̃２９

１,２１２.６１,１８９.２１,３１８.５２,６３０.３２,８４４.４３,６２８.７３,８４６.５６,５０６.４７,６９９.９８,１７７.５１９３１

１,２１８.９８５４.３１,６６８.５２,７４１.３２,７７０.１４,０３３.１４,２１０.２６,４４６.２７,９６５.２８,８１４.２１９３２

９７８.０１,０９１.０１,８３９.８２,７７５.８２,９２０.２３,６１２.２４,９１２.６５,６０８.２７,５７６.０９,６７２.１１９３３

１,０１０.９２,３５３.５２,１０２.４２,３５６.２３,２１３.１３,７００.１３,８７３.９６,１３５.２７,３４７.０８,１０９.１１９３４

８８４.１２,４１２.９１,７２６.５２,４８０.３２,６８１.８３,７０６.７３,７７６.９５,７４３.４６,７２９.７７,８９８.５１９３５

９９５.１１,７７５.８１,９１５.１３,０１２.２３,３７２.９３,８３９.５３,０６５.６５,４７５.２７,１０２.１１０,５４１.４１９３６

１,１４６.０９４２.９１.２８３.５２,１２２.７２,０１１.７２,８６０.２１,８７７.３５,３６０.５５,７７３.３３,７４４.４１９３７

典拠）許道夫編『中国近代農業生産及貿易統計資料』（上海人民出版社，１９８３年）１３～８６頁より作
成。１市担＝１００㎏。なお，表中の「－」はデータがないことを，また，「�」は数値の正確
さに疑問があることを示している。

 表４－１．主要な省における小麦の生産量  ����（単位：万市担）
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－１１５－

穫高で３２％だった３９）。とりわけ山東省西部の済寧地方とその奥地一帯は上海

市場で「所謂山東小麦と称せらるゝ全省第一の小麦の産地」だった４０）。

次に，高粱の生産量を見てみると，中華民国前期において高粱は東北（とり

わけ遼寧省）と華北に主要な生産地が集中しているが，華北の中では山東省が

最も多く，山東省は高粱の主要な生産地だった（表４－２を参照）。

さらに，粟の生産量を見てみると，高粱と同様に東北と華北に主要な生産

地が集中しているが，その中でも山東省が最も多く，山東省は粟の主要な生

熱河省黒竜江省遼寧省吉林省山西省河南省山東省河北省年度

３０３.０３８４.９１１７.３２９０.１６,６４３.５１６,１６６.７１,４５１.６１,１７８.０１９１８
１,１９１.０１,９１６.４２,０４６.４２,３８５.６２,５１１.７２,７８９.７４,４９２.９３,９４７.８１９２４̃２９

５,９６６.０１,５４２.０２,１９６.１３,７６１.７３,２５８.７１９３１
５,２７０.０１,６７５.４２,３０２.６３,６７２.３３,２１０.０１９３２
６,３６８.０１,５５１.２２,３３５.２３,７２６.７２,８０３.３１９３３
４,２４６.０１,５９３.２２,７３６.０３,８８９.７３,０８１.７１９３４
５,９３６.０１,３６６.６２,９３７.０３,５６３.８３,００９.９１９３５
６,３７４.０１,５４８.４１,６４１.６３,９６４.４３,６１７.１１９３６
５,８９０.０１,５０８.１２,０９９.４３,２０５.９２,４６４.１１９３７

典拠）表４－１に同じ。

 表４－３．主要な省における粟の生産量  ����（単位：万市担）

山西省河北省河南省山東省遼寧省年度

４５６.５１,５６０.２９００.６７,３４０.５３,８９０.７１９１４
２８６.０１,５４１.８６４３.４５,２４１.９３,８９０.７１９１５
１,２０８.２１,８７４.３２８,８２９.８?２,２３０.０４,２５８.３１９１６
２,１９３.１１,５２７.７４１４.５２,６９６.２４,０９２.６１９１８
１,４８３.８３,０４３.０２,３４７.０４,３４４.８５,６０５.７１９２４̃２９
９０７.４２,１０５.８１,８７５.０４,４５９.０－１９３１
１,３０４.５２,３２５.６２,３０６.２４,１５９.２－１９３２
９３１.１２,０２０.６２,３２６.７３,６７７.９－１９３３
９５１.９１,８４５.４２,３７４.４３,４７３.３－１９３４
７９４.９１,７３２.２２,３０２.５３,４８６.９－１９３５
８２５.１２,４２７.９２,２５０.９４,２５１.４－１９３６
９１３.５１,５８５.１２,５２７.９３,５３９.８－１９３７

典拠）表４－１に同じ。

表４－２．主要な省における高粱の生産量

  �����������������������（単位：万市担）
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産地だった（表４－３を参照）。

なお，甘藷の生産量についても，山東省は河南省・江蘇省・広東省・四川

省などと並んで主要な生産地の１つとなっていた（表４－４を参照）。

以上から，山東省は米を除く主要な食糧作物の生産量が中国の中で最も多

かったことがわかる。この点では，中華民国前期の山東省は農業生産が盛ん

だったとも言える。

それでは，山東省ではいかなる作付け状況になっていたのだろうか。『中国

実業誌（山東省）』（１９３４年）によると，１９３０年代初頭の山東省における栽培面

積・生産量は，白菜・葱・大蒜・大根の蔬菜類が約４２万市畝・約９２８万市担，

落花生・棉花・葉煙草が合計約１�０４９万市畝・約１�７８８万市担だったのに対して，

主食となっていた小麦（約４�０９４万市畝・約４�８９２万市担）・高粱（約１�９０６万市畝，

約３�４９３万市担）・粟（約１�７３３万市畝・約３�６０９万市担）・玉蜀黍（約６１５万市畝・

約１�１０１万市担）・甘藷（約２９２万市畝・約４�０４７万市担）・大豆（約２�６４０万市畝・

約３�５１８万市担）が圧倒的に多く，小麦の栽培面積は高粱・粟の約２倍となっ

ていた。１畝当たりの生産量は，最も多い甘薯が約１３�８５市担で，約１�１９市担

だった小麦の１１倍強にも達し，高粱が約１�８３市担，粟が約２�０８市担，玉蜀黍が

約１�７９市担，大豆が約１�３３市担だった。しかも，移出量の割合は，商品作物と

される落花生・棉花・葉煙草が各々５５�８％・７０�９９％・３９�１９％と相対的に高

かったのに対して，高粱・玉蜀黍・粟・甘藷が各々２�４３％・４�３７％・０％・

２�８７％と相対的に低かったが，小麦・大豆は各々２９�５２％・３１�１９％と相対的に

四川省広東省福建省湖南省浙江省江蘇省河南省山東省河北省年度

７,１５１.５２,０７４.０１,９４１.９２,２８６.１１,５２２.０４,３７２.０２,８２２.９２,４３９.７１,５６０.３１９２４̃２９

５,０２１.２３,９４１.８１,９９２.９１,８９７.３１,６１４.７３,４４６.３３,０３４.９４,３０８.０３,３６３.１１９３１

４,７７３.０４,１０６.１２,１７８.４２,５１８.７１,６８０.８５,０１３.８３,６７７.５４,０９１.２３,８８５.７１９３２

４,４７７.５３,８８４.５２,０５０.６２,２９０.９１,５４９.０４,０４４.７６,２４１.６５,０６０.０２,６６５.６１９３３

４,６１１.７４,０５２.９２,０２７.０１,７３２.４８２９.２２,７０５.４５,３６３.５４,６１７.９３,０５０.３１９３４

４,１４３.１３,９９３.５２,４０９.９３,２４７.６２,０５８.７４,２９０.３５,１３９.１４,５０３.０２,８９２.２１９３５

４,６０４.２３,４４５.５２,０７６.９２,７１０.０１,３０４.５３,８３４.１３,３３０.５４,９７２.４２,９１５.４１９３６

８,５２７.２４,１９３.０２,９４９.２２,５０５.７２,２８２.３３,８７４.２５,２２７.７４,１８０.１２,６１８.６１９３７

典拠）表４－１に同じ。

 表４－４．主要な省における甘藷の生産量  ����（単位：万市担）
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高かった４１）。

よって，山東省では小麦と大豆も販売目的の商品作物となっていたと言え

る。なお，山東省の特産品の粉条（粉糸・粉干）４２）の原料である緑豆は，移出

量の生産量に占める割合が約１３�２％となっており，移出量が最も多い斉東で

は４３�３万担のうち１７�３万担が移出されていた。

そこで，以下では，１９３０年代初頭の山東省において輪作体系の中心をなして

いた小麦・高粱・粟・玉蜀黍・甘藷・大豆の生産状況を各県ごとに見ておきたい。

小麦の生産量が多かった県は高粱や粟の生産量でも上位を占める県が多かっ

た。それらの主要な生産地は，西南部の滕県・魚台・単県・曹県・鉅野・�城，

中部の鉄道沿線の歴城・章邱・益都・寿光・昌邑・�県・泰安，半島部の膠県・

平度・莱陽・諸城などだった。また，甘藷の生産地は牟平・即墨・莱陽・膠県・

平度・高密・諸城・海陽・日照などの半島部に偏在していた。さらに，大豆は寿

光や青島周辺の半島部の膠県・平度・諸城が多かった（表５－１及び図２を参照）。

大　豆甘　藷玉蜀黍粟高　粱小　麦

２９３寿　光５０６牟　平１２６楽　陵２１０昌　邑１７４滕　県２０３泰　安

２６２膠　県４２３即　墨６０徳　県１５８莱　陽１４３寿　光１７７平　度

１８０単　県３４０莱　陽５８章　邱１３２平　度１３５諸　城１４７膠　県

１２１平　度１８０陽　穀５３莱　陽１２０諸　城１１５平　度１２９曹　県

１０７諸　城１７５膠　県５０陽　信１１７寿　光１１２沂　水１２３莱　陽

８１�　城１６１平　度４５陽　穀１０９�　県１０７�　城１２０歴　城

７２歴　城１６０高　密４０冠　県９２陽　信８９益　都１１５魚　台

７１昌　邑１６０�　城３７黄　県８５楽　陵８５棲　霞１１１寿　光

６８滕　県１５９諸　城３５膠　県８４長　清８２武　城１１０章　邱

６６荷　沢１５０海　陽３３招　遠８４膠　県７４曲　阜１０８滕　県

６２莱　陽１５０滕　県３３威海衛７７章　邱７１博　興９６単　県

６２�　城１４０日　照３０肥　城６８招　遠６６招　遠９２鉅　野

６１高　苑１４０�　県２５館　陶７０安　邱６６歴　城９０沂　水

５９即　墨１３７斉　東２５�　県６４泰　安６１高　密８７臨　沂

５４�　県１２０�　城２４無　棣６４益　都６０利　津８４�　城

５３曹　県１０５文　登２４徳　平５８歴　城５９泰　安７８�　県

５０清　平９５滋　陽２４文　登５７利　津５９臨　沂７５安　邱

典拠）実業部国際貿易局編『中国実業誌（山東省）』（１９３４年）第５編１０～９７頁より作成。調査は
１９３３年７月から開始したという（同書「序」１頁）。

表５－１．1930年代初頭山東省主要各県の主要農産物生産量

  ���������������������������������（単位：万市担）
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１畝当たりの生産量が平均のほぼ１�５倍以上となっている県は，小麦では膠

済線周辺の臨�・博山・青島・膠県・歴城・即墨・寿光，津浦線周辺の寧陽・

臨邑・長清，北部の霑化，半島部の栄成，高粱では津浦線周辺の曲阜・寧陽，

膠済線周辺の臨�・寿光・即墨，半島部の招遠・黄県，西北部の徳平，粟で

は津浦線周辺の寧陽，膠済線周辺の臨�・即墨・寿光・�県，半島部の招遠・

莱陽，西北部の楽陵，西部の清平（現在，高唐県清平鎮），玉蜀黍では半島部

の海陽・黄県・栄成，西南部の曹県，膠済線周辺の寿光・膠県・青島，津浦

線周辺の寧陽，西北部の楽陵，甘藷では膠済線周辺の膠県・高密・中央部の

莱蕪，西部の金郷・陽穀・�城・徳県，半島部の牟平・莱陽，南部の�県，

東南部の日照，北部の陽信，大豆では膠済線周辺の青島・寿光・即墨，西部

の堂邑・寧陽・徳県・朝城・夏津・長清，東南部の日照・諸城，北部の徳平・

霑化・利津・楽陵だった（表５－２を参照）。

以上から，寿光・臨�より東の半島部には県全体の生産量が多い上に，１畝

当たりの生産量も多い県がいくつかあり，穀倉地帯とされる西部をやや凌い

でいるようにも見える。

次に，移出量の多かった県を見てみると，小麦では，済南周辺の章邱・泰

図２．山東省の地図
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安，半島部の平度，西南部の滕県・魚台・曹県が６０万市担を超え，いずれも

生産量に占める移出量の割合が４０～８０％に達していた。また，高粱では上位

２県の博興（北部）・東阿（西部）の生産量に占める移出量の割合が３０％を超え

ていたものの，この２県分を合計した移出量は４０万市担にすぎず，さらに，

玉蜀黍では移出量が最高だった西北部の徳県でさえも２４万市担にすぎなかっ

た。これに対して，大豆では東部の寿光・膠県・平度の３県と西南部の単県

が７０万市担を超え，生産量に占める移出量の割合は単県を除くと６０～６５％に

達していた。また，甘藷では青島市周辺の即墨県が１１２万市担で突出していた

（表５－３を参照）。

さらに，移出量の生産量に占める割合が高い県を見てみると，小麦では５０％

以上の上位県は章邱・青城・曲阜・桓台・博平・禹城・鄒県・�平と続き，

主に津浦線周辺の西部に集中しているが，その移出量は８８万市担の章邱を除

くと全て３０万市担以下で相対的に少ない。また，高粱では，博興（３４％・約２４

大　豆甘　藷玉蜀黍粟高　粱小　麦

１７青　島３５膠　県２２�５海　陽４�５寧　陽５曲　阜５�２０臨　�

４�７７寿　光３２莱　蕪１１�５曹　県４�０１臨　�４�８臨　�３�４２博　山

４�４０堂　邑２３金　郷４�８０寿　光３�６即　墨４�７９寿　光３�２寧　陽

３�６日　照２０牟　平４�５寧　陽３�５９寿　光３�６０即　墨２�７青　島

３寧　陽２０莱　陽３�５膠　県３�５９招　遠３�６招　遠２�４霑　化

２�４即　墨２０陽　穀３�４９黄　県３�５４楽　陵３�４９黄　県２�１膠　県

２�４徳　平２０高　密３�３６栄　成３�５清　平３徳　平２�０８栄　成

２�０９諸　城２０�　城３楽　陵３�３３�　県２�７８寧　陽２�０１臨　邑

２�０７霑　化２０�　県２�８５青　島３�３莱　陽２�７諸　城２歴　城

２利　津２０日　照２�６招　遠３�０６臨　邑２�７蒙　陰１�８０即　墨

２徳　県２０徳　県２�５徳　県３�００黄　県２�６６沂　水１�８長　清

２朝　城２０陽　信２�５�　県３昌　邑２�６滕　県１�７９寿　光

２楽　陵１９.８７禹　城２�５寿　張３陽　信２�５長　清１�７５広　饒

２夏　津１９即　墨２�４２莱　陽３陵　県２�４荷　沢１�７５蒙　陰

２長　清１９清　平２�４沂　水２�８膠　県２�４新　泰１�７４莱　陽

１�９６昌　邑１８寧　陽２�２威海衛２�８長　清２�４日　照１�７魚　台

１�８９恵　民１５※２�１６即　墨２�８新　泰２�３９青　城１�６８高　密

典拠）表５－１に同じ。小数点第三位以下を切り捨てた。※は斉東・博山・浜・鉅野・文登・
海陽など複数の県が該当する。

表５-２．1930年代初頭山東省主要各県における一畝当たりの生産量

  ����������������������������������（単位：市担）
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万市担）・東阿（３３％・約１６万市担）・桓台（３０％・約３万市担）などが上位を占

めるが，移出量はそれほど多くはなかった。さらに，玉蜀黍では最多の２４万

市担を移出していた徳県が移出量の占める割合でも最高の４０％となっていた

が，その他の県の移出量は少量にとどまっていた。これに対して，大豆では

移出量の占める割合が最も高かったのは済南付近の歴城と北部の利津で，と

もに８０％に達していたが，その移出量は５７万市担と３５万市担で，移出量の占

める割合が６５％だった東部の寿光・膠県の１９０万市担・１７０万市担と比べると

少なかった（表５－４を参照）。

大豆甘藷玉蜀黍高粱小麦

１９０（６５）寿光１１２（２６）即墨２４（４０）徳県２４（３４）博興８８（８０）章邱

１７０（６５）膠県３（２０）武城８（１４）章邱１６（３３）東阿８２（４０）泰安

７２（４０）単県２（１６）莱蕪７（６）楽陵８（１５）臨沂７０（４０）平度

７２（６０）平度１（０）日照４（２１）斉河４（２４）�上６４（６０）滕県

５７（８０）歴城－－１（１７）済陽４（１４）�城６０（５２）魚台

３７（３５）諸城－－１（２２）寧陽４（０）泗水６０（４６）曹県

３５（８０）利津－－－－４（０）�県４８（４０）歴城

典拠）表５－１に同じ。ただし，カッコ内は生産量に占める割合を示しており，小数点以下を
四捨五入して切り捨てた。粟を移出した県はなかった。

表５－３．1930年代初頭山東省主要農産物の移出量上位県

  �������������������������������（単位：万市担，％）

大豆甘藷玉蜀黍高粱小麦

５７（８０）歴城１１２（２６）即墨２４（４０）徳県２４（３４）博興８８（８０）章邱

３５（８０）利津３（２０）武城１（２２）寧陽１６（３３）東阿７（７７）青城

２０（７０）長山２（１６）莱蕪４（２１）斉河３（３０）桓台１７（６６）曲阜

１９０（６５）寿光１（０）日照１（１７）済陽３（２６）鄒平２８（６０）桓台

１７０（６５）膠県－－８（１４）章邱４（２４）�上２２（５４）博平

２０（６３）牟平－－７（６）楽陵３（２２）東平１９（５０）禹城

７２（６０）平度－－０（１３）鄒平０.８（１９）斉東１５（５０）鄒県

１２（５７）斉河－－０（２）文登８（１５）臨沂１４（５０）�平

２０（５０）徳県－－－－４（１４）�城６（４７）斉東

７（５０）無棣－－－－２（０）滕県２０（４６）城武

２０（４３）安邱－－－－２（０）平度３１（４５）益都

典拠）表５－１に同じ。

表５－４．1930年代初頭山東省主要農産物の移出量割合上位県

  �������������������������������（単位：万市担，％）
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一方，甘藷の移出量が最も多い即墨（１１２万市担）だけで山東省全体の移出量

の９４％を占め，同県の生産額全体の２６％余り（１９３３年は５０％余り）を占めてい

た。そして，移出された甘藷のほとんど全てが山東省内の近隣地域で消費さ

れた４３）。

�　小　　麦

調査資料第１３輯（１９１９年）では，小麦は山東鉄道沿線と滕県・禹城・済寧・

�州・泰安・曹州・臨清などで生産されているとしている４４）。同じく１９１９年

の刊行物によれば，「山東産麦中品質良好のものは登州，莱陽産とせるも産額

僅少にして其他の地方産何れも品質大差なし而して山東にては其の用途殆ん

ど麺粉に製造せられ主要食料の原料となし」ており，小麦の主要な生産地は禹

城・平原・徳州・臨城・棗荘・台荘（台児荘）だったが，「東部山東産は殆んど

其地方の供給に不足し西部山東（曲阜，泰安，禹城，平原，張荘等）及安徽（懐

遠）江蘇（徐州，蚌埠）河南省より鉄道及馬車或は黄河水運により済南を経て移

入」されたという４５）。

さらに，『山東之物産』第７編（１９２２年）でも，小麦について，半島部の登州・

莱陽産は品質が良く，山東鉄道沿線地方では平度を初めとして高密・膠州・

安邱・昌邑・寿光・章邱・�県・益都・長山がつぎ，津浦線の済南以北では

禹城を初めとして徳州・武定・臨清・聊城がつぎ，西南部の運河に瀕する�

上・東平は生産額が多いが，魚台・済寧・嘉祥は低湿地で，豊饒な小麦の産

出には適さず，品質が優良で生産額が多いのはむしろ津浦線以東のやや高燥

な地方とりわけ「泗水産ハ其ノ白眉ト称」されていた。そして，山東省産の小

麦は湖北省漢口付近のものに比すれば「製粉高ニ於テ小麦１００斤ニ対シ６斤内

外少ナ」かったが，上海品に比して品質が優良であるために価格がやや高かっ

た４６）。

１９２５年の調査では，山東省における小麦の生産量は，�上・滕県・臨沂が

最も多く，�城・章邱・斉河がこれに次ぎ，さらに曲阜・昌楽・滋陽・鄒陽

が続き，山東省の西部及び中部・南部の膠済鉄道と京滬鉄道の沿線一帯が主

要な小麦生産地となっていた（表６を参照）。

あるいは，１９２６年の報告では，小麦は山東省西南部の�上・�城・単県・
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滕県・滋陽・鉅野・寧陽・済寧・曹

県などの河南省に接する地方が最も

多く，章邱・益都・昌楽・�県・高

密などの膠済鉄路沿線地方及び蒙

陰・�県などの南部地方がこれにつ

ぎ，寿光・広饒・昌邑などの小清河

沿岸地方もまた豊年に際しては他地

方に移出する能力があり，年産額が

１�７００万石に達するとしている４７）。

このように，１９２０年代前半以前に

は，山東省における主要な小麦生産

地が鉄道沿線と大運河以西の西南部

だったが，１９２５年以降になると，山

東省における中心的な小麦生産地に

やや変化があったこともわかる。

ところで，小麦の作付面積の増減

に直接的な影響を及ぼしたのが他作

物との競合であり，主要な小麦作地

だった山東省西部には２０世紀前半に

棉作の盛んなところも多かった４８）。

１９１７年の調査によると，小清河下

流域の寿光の北方に位置する蒲台・

利津や同中流域の博興で生産された

棉花は同中流域の桓台・広饒や�県

に移出され，利津・桓台・広饒では

土布を生産していた。このうち，「農

村開ケ人口稠密」で「購買力甚タ高キ」桓台は，安平蓆子７００万担・豆油７２万斤・

豆餅６１�２万枚・麦粉６５�５万斤を移出していたが，長山・高苑・青城などととも

に周村からの貨物が約８割を占め，羊角溝からの貨物は雑穀が約２割で，羊

角溝からの貨物の主なものは高粱で，年額３�０００～４�０００担だが，１９１７年は額が

西部と東部の別区　域生産量県　名

西部済　南７２�１　�　上

棗　庄７０�３　滕　県

臨　沂６９�０　臨　沂

西部荷　沢５８�０　�　城

西部済　南５４�８３章　邱

西部徳　州５２�３　斉　河

西部済　寧４５�０　曲　阜

�　坊４５�０　昌　楽

西部済　寧４４�０　滋　陽

東部・半島部煙　台４３�０　莱　陽

濱　州４２�０　鄒　陽

日　照３６�０　�　県

西部泰　安３５�０　寧　陽

�　坊３５�０　益　都

東部・半島部青　島３５�０　平　度

�　坊３４�０　�　県

西部済　寧３４�０　金　郷

（河南省）３３�６　濮　県

�　坊３１�５　安　邱

西部荷　沢３１�０　鉅　野

東部・半島部青　島３１�０　即　墨

東部・半島部煙　台３１�０　牟　平

�　坊２９�０　寿　光

東部・半島部青　島２９�０　膠　県

�　坊２８�０　諸　城

臨　沂２８�０　蒙　陰

西部済　寧２５�９５済　寧

典拠）参考資料「山東の小麦」（『済南実業協会月
報』第１７号，１９２６年９月５日）２～４頁よ
り作成。

　　　なお，これは農業専門学校調査（１９２５年）
による。

表６．1925年山東省各県における小麦の生

産量  ���������（単位：万担）



中華民国前期山東省における食糧事情の構造的把握　　（弁納）

－１２３－

やや多くなる見込みだという。また，小清河流域で桓台とともに最も重要な

消費地とされていた広饒では，棉花１１�０００担と土布（大尺布・１丈４尺）１５万

匹を移出していた４９）。

また，この他に小麦の収穫高に影響を及ぼしたのが，麦稈真田の材料とな

る麦稈の確保である。すなわち，１９１７年の資料には「麦稈ノ収穫ヲ目的トスル

麦ハ其刈入時期ニ注意セサル可カラス即チ早キニ失スレハ麦実ノ収量ヲ減ス

ルノミナラス茎稈ニ小皺ヲ起シ又黴ヲ生シ易ク随テ真田ニ編製スルモ良品ヲ

得ル能ハス又遅キニ失スレハ茎稈悉ク斑点ヲ生シテ之レ亦真田ノ原料タルニ

適セス」，「山東農民ハ何レモ麦実ノ収穫ヲ主トシ茎稈ヲ得ルヲ副トナスヲ以

テ刈入時期等ニハ多クノ注意ヲ払ハサルモノノ如シ唯沙河地方ニ在リテハ真

田ノ編製ヲ目的トスル麦ハ多少普通ノ収穫時期ニ先ツテ早刈スル傾向ア

リ」５０），「全熟セサル以前ニ刈取ヲナスニ起因」して「不良品少カラス」という状

況を生み出していた５１）。

多くの作付作物の中から小麦を選択するのは，他作物との販売価格や収益

率の差ばかりでなく，副業としての麦稈真田の生産による収益を含めて計算

された結果であり，多くの農家が収入の源泉を多角化してリスクの分散を図

ろうとしていたと考えられる。

�　高粱・粟・玉蜀黍

山東省における高粱の生産量は中国全体の１５％を占め，１畝当たりの生産

は全国平均の１５３斤に対して山東省は１６５斤で「標準数ヲ超過シ」，山東省の「穀

類作物トシテハ小麦，粟ニ次イデ第３位ノ重要性ヲ有スル」という５２）。

調査資料第１３輯（１９１９年）は，高粱の生産地として「満州」についで，山東省

西部と河南省境を挙げているが５３），その他の調査資料は高粱・粟に言及して

いない。これは，当時の日本では食糧としての雑穀に対する関心が低かった

ためであろうか。

また，粟と高粱は酒造原料としても大量に消費されてきた。例えば，莱州

の特産物だった黄酒は付近に産する粟を原料とし，一方，高粱を原料とする

焼酒は従来は�県のみで醸造されていたが５４），調査資料第１１輯（１９１９年）では，

�県城内外には焼酒を醸造する「焼鍋」が２０戸余りあり，「何レモ土法ニ依リ焼
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酒ヲ製スルモノニシテ僅ニ地方ノ需用ヲ充タスニ止ル」５５）としている。そして，

『大運河及塩運河沿岸都邑経済事情』（１９２１年）では，「山東省管内ニテハ済寧ノ

酒最モ名アリ其ノ他沿途ニテ焼鍋アルヲ聞クモ地方ノ需用ヲ充スニ過キス」と

している５６）。

さらに，高粱は飼料としても用いられ，その茎は燃料や建築用材あるいは

蓆の材料にもなり，とりわけ山東省では「燃料カ一般ニ非常ニ�乏シテヰル為

高粱稈ハ殆ド唯一ノ燃料トシテ愛用サレルコレモ亦好ンデ農家ノコレヲ栽培

スル一理由デアル」という５７）。

さて，粟について見てみると，『山東省ニ於ケル農作物地域ノ研究』（１９４０年）

では，粟と小麦とは「二年作式作物型ノ冬蒔ト夏蒔ト云フ風ニ連作サレ」，粟

の「稈」は牛馬などの家畜の飼料となるために農家が好んで栽培するとされて

いる。とりわけ，陵県・臨邑・斎河・莱蕪などの諸県では単位面積当たりの

生産額が小麦に比して粟が大きいために農民は小麦よりも粟を好んで栽培す

る傾向があるともされている５８）。

�　甘　　藷

青島市を含む「膠州湾租借地ハ平野頗ル少ナク」，「地味概シテ肥沃ナラス従

ツテ作物ノ発育多クハ不良」だったが，青島市近郊の李村軍政署の調査（１９１６

年）によれば，同「管下農産物１ヶ年ノ収穫」は甘藷が約半分を占め，これに小

麦・粟がついでいた５９）。一方，黄県は「山東省中土地最モ肥沃ノ地方ニシテ小

麦ヲ大宗トシ（全作物ノ約１０分ノ７）高粱，粟，大豆，緑豆等順次之ニ次ク」と

されている６０）。

なお，青島市近郊農村（青島特別市李村区西韓哥荘）に関する１９３９年の調査

によれば，作付が最も多かったのは２００～３００年前から農家の主食となってい

た甘藷で，約５０％を占めていたが，それは甘藷の「収量が大きく人口抱擁力の

大なる」ためであるという。また，甘藷は冬作物中で最も重要な地位を占め，

「自作農群，自小作農群に於ては約５割，地主自作農群では３割５分を占めて

ゐるが，小作農群に至つては約７割余を占めてゐる。即ち，小作農群に於て

は食糧たる甘藷が絶対的に大部分を占め，他の作物が極めて少いのに対し，

地主自作農群の如きは甘藷の比重が減少し，大豆，高粱，粟等の如き雑穀の
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栽培に進み得る余地のあることを示してゐる。」と見た上で，「地主自作農群」

の「食物が甘藷重点から雑穀を加へた上級のものとなつてゐると同時に，自家

消費以外に販売の余地をも有してゐる」としている６１）。

そして，１９３３年に刊行された調査報告書によれば，山東省内の甘藷栽培の

分布状況を見ると，「黄海」に近い諸城・膠県・即墨・平度・莱陽・海陽の諸

県で栽培が多く，「耕地面積に対する甘藷の作付歩合」については，青島市旧

市街地域・即墨県・膠県は作付歩合が最も多く，かつ山東半島東部で作付歩

合が高く，「１人当耕地面積の狭い程，甘藷の作付歩合は大となる傾向が見ら

れ」，概して人口密度が高くなるにつれて甘藷の作付歩合が増大する傾向があ

るという６２）。

以上のことを換言すれば，甘藷の栽培を拡大することが零細農化の促進を

可能にしているということになる。

�　大　　豆

大豆は「山東人ノ食糧品中，肉類ノ代用トシテ頗ル重要デ」，また，生育期

間が他の作物に比して短かく，農民は好んで小麦と大豆とを連作している。

その上，小麦の栽培が地力を非常に消耗するのに対して，大豆は窒素を地中

に固定して地力を肥化する性質があるとされている６３）。

『山東省ノ経済的発展』（１９１５年）では，山東省の大豆は「品質ヨリ云ヘハ敢テ

満州産ニ劣ラス故ニ外国ニ於ケル需要ノ増加ニ伴ヒ山東ノ黄豆栽培ハ逐年盛

大ニ赴キ」つつあったとし６４），また，調査資料第１３輯（１９１９年）では，大豆は「曹

州府ヲ最大産地トシ沂州，青州，山東半島各地ニ産」し，済南に出回る大豆油

は「済寧，徳州等ノ産品ニシテ済寧品ハ優良品ニシテ徳州品ハ稍劣」るとして

いる６５）。ところが，『山東省視察概要』（１９１３年調査）によれば，芝罘から移出

された豆粕は原料を主に「満州ニ仰キ製品ハ従来南支那，廈門，汕頭地方ニ輸

出スルモノ多カリシカ近年漸ク大連豆粕ノ為ニ圧倒」されるようになったと

いう６６）。

芝罘は豆粕の移出地で，「満州」の復州・営口付近からジャンクで移入され

た小形豆粕の多くは再移出され，移入された小形豆粕は１枚２３～２４斤だった

のに対して，芝罘製の豆粕は１枚５８斤だった。また，芝罘には２８軒の油坊（搾
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油仕事場・工場）があり，そのうち２２軒は圧豆搾油機械を用い，６軒は旧式で

生産していた６７）。

芝罘産出の豆粕には大形豆粕と小形豆粕の二種類があり，「其量目前者５６斤

（１斤１６０匁強）後者４６斤」で，１９１２年と１９１３年の生産額は内乱のために減少し

て約１５０万個，１９１４年が１６０万個で，その移出先は福州・汕頭・潮州・芝罘付

近だった６８）。

龍口では，豆粕が「毎年３０万乃至４０万枚の輸入を見る抑も大連との航海開け

ざりし間は何れも営口４６斤物のみ輸入を見たりしも最近大連との交通開けし

以来同地よりも輸入」され，黄県一帯で玉蜀黍・高粱・粟などの肥料に供され，

元来，龍口地方では１１０余りの油房が豆粕を製造し，「１枚１０斤ものにして其

原料は羊角溝，太山，利津等より民船にて運送し来りたるものを買入れ使用」

していた６９）。

１９１８年の報告によれば，芝罘では大豆は「登州府下の八角口を首め各地に産

出せり其生産目的は主として芝罘に於ける油及粕の製造原料に其他の一部は

食料に充つるにあり当地方に産出する大豆は品質劣等油分甚だ少なきを以て

油房は従来之を好まず」，多くは遼東半島の安東・大孤山・荘河・貔子窩・復

州・錦州・山海関から移入し，大豆油を主に汕頭など華南と日本に移輸出し，

また，大豆粕の生産は１３～１４年前の２０世紀初頭には非常に盛況で，山東省内

の「産地たる膠州湾地方文登県」張家埠口・海陽県乳山口・諸城県陳家口及び

宮荘口・栄城県石島・龍口地方などに「冠絶し」，営口につぎ，輸出大豆粕の

約９割は芝罘市内で製造されたもので，油房（油坊）数も５６軒に達したが，「日

露戦争後漸次満州に油房業の振興するに従ひ」，芝罘の油房は「漸次満州に移

転或は廃業するもの続出せしより大豆の輸入も亦大に減少し」７０），油房数は

１９１４年に３０軒も減少し，さらに１９１６年には２０軒，１９１７年には１８軒，１９１９年に

はついに１４軒のみとなり，大豆粕の取引先は大連・汕頭・廈門・塩城などで，

豆粕製造に使用する原料大豆の多くは「満州」産だった７１）。

１９２０年の報告によれば，安東の油房は「既往ニアリテハ専ラ豆油搾取ヲ目的

トナシ豆粕ハ其副産物ナリシモ」，日露戦争後は日本商が肥料用として豆粕の

輸出を試みて以来「販路ハ逐年拡張セラレ近年ニアリテハ油房ノ目的モ自然

顛倒スルニ至リ豆粕製造ヲ以テ本業トナスノ感ヲ呈シ当地重要輸出貿易品ト
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シテ重キヲ為スニ至」った７２）。

以上のことから，大豆は食糧として消費されるばかりでなく，その搾り粕

が肥料として利用されていた。山東省では大量の大豆を東北から移入して大

豆油・大豆粕を移出していたが，やがて油坊は低コストを求めて東北にも林

立するようになった。

おわりに

中華民国前期山東省における農民・農村の貧困は農村経済の衰退や後進性

を反映したものではなく，逆に農村経済の発展を反映していたものだったと

言うべきである。山東省農村経済の発展は，農民の貧困化を伴いながら展開

した。

そして，中華民国前期の山東省においても，このような貧富の格差に基づ

く多段階・多層的な食糧消費構造が形成されていた。すなわち，２０世紀前半

の山東省では，農作物のうち小麦の栽培面積が最も広かったが，小麦が大部

分の都市民や農民にとって主食とはなっておらず，小麦を始めとする高粱・

粟・玉蜀黍などの穀物あるいは甘藷までもが当初から販売するために生産さ

れていた。農民自身の食糧となる穀物・雑穀類が当初から自給目的ではなく，

販売目的で生産されていた。ただし，このことから，近代になってようやく

自給自足的な穀物生産から商品作物生産への変化が起こったという捉え方７３）

を再考する必要がある。

山東省は，華北の中でも主要な穀物生産地だったが，常に近隣の河南省・

江蘇省・「満州」（東北）などから大量の穀物を移入していた。

近代山東省において食糧を移入しなければならない理由は，省内で発生し

た天災による不作とともに，穀物生産から非穀物生産への転作が進展してい

たこと，また，穀物生産が自家消費のためというよりも当初から販売を目的

としていたことに求めることができる。

穀物の生産は，酒・加工食品（粉条）・手工業品（麦稈真田，蓆）などの多種

多様な副産物・商品を生んでいた。

山東省では，２０世紀初頭から食糧となる穀物から棉花・落花生・葉煙草な
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どへ作付けが転換すると同時に，粉条の生産も急速に拡大した。こうして，

不足する高粱・粟・緑豆などの穀物類を河南省・東北などから大量に移入す

るようになった。

穀物生産農家が自家消費分をも販売し，あるいは自給食糧となる穀物生産

を犠牲にして棉花などの商品作物生産に特化していたことは，これまでは「窮

迫販売」・「飢餓販売」として理解されてきたが，中華民国前期山東省農村経済

の発展はこのような食糧の生産・流通・消費構造によって支えられていたの

である。
　

注

１）東亜研究所『山東省の食糧問題（一）－膠済鉄道圏４５県の食糧調査』資料丙第１２５号�
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１４）「芝罘に於ける切干甘藷に付て」（『通商公報』第１７２号，１９１４年１２月７日）１６頁。

１５）前掲書『南山東及江蘇沿岸諸港調査報告書』調査資料第１０輯（１９１８年）１１４頁。
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調査資料第１７輯（１９１９年）２７５頁・２９１頁・３０９頁。
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